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＜背景＞ 肥満が閉塞性睡眠時無呼吸（obstructive sleep apnea; OSA）発症の重要な危険
因子であることは良く知られているが、肥満とOSAの関係が双方向性であることも認識さ
れている。すなわち、肥満が OSA の原因となるだけでなく、OSA の存在がエネルギーバ
ランスの乱れをもたらし、さらなる肥満を助長している可能性がある。従って、OSAの標











＜結果＞ 基礎代謝量はCPAP治療3か月後に有意に低下し（治療前：1,584 kcal/日、CPAP 





CPAP 3ヵ月後：78.2 kg、p = 0.010)、変化の方向性は個人差が大きく、体重増加者が33



































なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 2 月 16 日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、
合格と認められたものである。 
 
